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三次元下培養軟骨細胞
を用いた手法 
変形性関節症な
どの軟骨変性 
人工関節にかわる手技 
機能的軟骨基質
の再生は現状で
は不可能 
軟骨組織再生
軟骨組織を作成する
培養条件の確立 
 
 変形性関節症などに見られる軟骨変性では、軟骨組織の力学的強度に深く関与するグリコサミノ
グリカンが減少し、それによる軟骨の水分保持力の減少と、粘弾性の低下を来たす。また軟骨組織は
自己修復能に乏しい組織であり、一度損傷をうけると、本来軟骨が有する衝撃吸収能や潤滑能といっ
た機能が損なわれる。 
近年、細胞培養技術を用いた組織工学を応用することにより、関節軟骨を再生・移植する試みが成
されている。しかし、現行の技術では軟骨細胞を移植し得ても、軟骨組織の力学的強度に深く寄与す
るプロテオグリカンを生成するためには長時間の培養が必要であり、この技術をヒトで応用するため
には、如何に短時間で力学的な機能を有する軟骨を作成できるかが、現時点での大きな課題であると
いえる。この点を解決するためには、ます、如何なる培養条件が軟骨組織を作成する上で最も適した
環境であるかを確立することが重要である。 
 本研究では三次元下培養軟骨細胞を用いて軟骨細胞の基礎代謝を検討し、今後、組織再生にむけて
展開していく。 
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